
神戸大学・経営学研究科・研究員

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４５０１

基盤研究(C)（一般）

2017～2015

企業の会計利益操作と賃金交渉に関する脳実験研究

Brain experiment study on corporate accounting profit operation and wage 
negotiation

４０１２７４１０研究者番号：

山地　秀俊（YAMAJI, Hidetoshi）

研究期間：

１５Ｋ０３７７０

平成 年 月 日現在３０   ６ １２

円     3,100,000

研究成果の概要（和文）：　労使交渉において共感性の高い経営者は、労働者の抵抗力を見極めて抵抗力の高低
に合わせて賃金水準の高低を決める。一見共感性の高い経営者は高い賃金を支払うように見えるが、低い賃金で
働く労働者を見つけてそうした経営者を多く雇用して、会社全体としては労務費を低く抑えることができる。
　さらに注目すべきは、共感性の高低は脳の左側縁上回の賦活程度と有意な相関を有している。

研究成果の概要（英文）：In labor-management negotiations, management with high empathy  can easily 
identifies the resistance of workers and determines the level of wage levels according to the level 
of resistance. A manager with high empathy seems to pay high wages, but finds workers who work at 
low wages and hires many such workers so that the company as a whole can keep labor costs low.
Furthermore, it should be noted that the empathy level has a significant correlation with the degree
 of activation on the left supramarginal gyrus.

研究分野： 会計学

キーワード： fMRI脳実験　労使交渉　最後通牒ゲーム　共感性　　　　　 　　　　　　左側縁上回　左側縁上回

  ２版
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１．研究開始当初の背景

  近年，ピケティの研究に触発されて，資

産保有の観点から恵まれていない労働者は，

さらに所得分配の側面でも極端に不利な立

場に立たされていることが統計数値として

知られるようになった。

労働分配率は低下傾向にあることは否めな

い。 

 そうした現象に対して，我々会計学者がす

ぐさま思い浮かべるのは労使交渉時の，情報

操作による企業の賃金抑制政策である。とこ

ろが，「労使交渉と会計情報公開」の研究領

域ではこれまで経営者側が情報を操作して，

労働者への賃金支払いを低く抑えているか

が問われてきたが，必ずしも実証的裏付けは

例外を除いて十分には見出せなかった。少な

くとも労働者への分配が低められていると

いう実感が統計的数値としても裏付けられ

るもかかわらず，会計学で言われる「エイジ

ェンシ―理論」に依拠した情報の非対称性を

経営者が利用した分配の歪みは認識できな

いでいるというのが現状である。

 それでは何故労働分配率は低下傾向にあ

るのかを別の角度から分析する必要が出て

くる。

 

２．研究の目的

 別の視角とは、

や経営者の心理的性向次第で，賃金を低く抑

えることができるとすれば，情報操作によっ

て資本主義的競争圧力が要求する低賃金化

を達成するのではなく，心理状態次第で同じ

く競争圧力が要求する低賃金化を達成する

ことになると考えた。そこで本研究では実際

に個人間の労使交渉の中で経営者が，心理的
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他方、分配役（経営者）の傾向は，判断役

（労働者）の反応傾向を想定して提案を行う

のであるが，経営者譲歩線として示せる。 

経営者譲歩線 (赤線）：応諾率＝G(提案率） 

繰り返し最後通牒ゲームで象徴されるよ

うな企業の分配制度環境においては，共感性

が強い分配役は公平性をより担保すると考

えられる。図１の右肩下がりの経営者譲歩線

は、分配役の共感性の程度を示し，交渉の時

間経過で共感性が高いほど，前期に比べて後

期の譲歩線の傾きが小さくなる。 

以上の考え方から、以下のような仮説が導

かれる。 

 仮説１：アロケーター（経営者）は，分配

（労使）交渉時に，彼の共感性の程度に比例

して，交渉の前期に比べて後期により高い提

案率（賃金）を提案するようになる。 

次に相手の立場を配慮する性質としての

｢共感性」が，判断役（労働者）の抵抗の強

さをきめ細かく配慮する性質へと繋がると

き，結果，労使交渉時には相対的・総合的に

はより低い提案率（賃金）での妥協を引き出

す可能性があるという仮説が導かれる。すな

わち個々の労働者の心理的状態を見極める

ことによって、抵抗力の低い労働者を見出し

彼らを雇用することによって、企業全体とし

て労務費を低く抑えることができると考え

られる。本研究での最近における我々の労働

分配率の低下に関する問題意識への解答に

つながる。 

 仮説 2：共感性の高い経営者は，総体とし

ての賃金をより低く抑えられる。 

 

４．研究成果 

 行動実験と脳実験の結果から上記の二つ

の仮説を立証した。 

 仮説１：アロケーター（経営者）は，分配

（労使）交渉時に，彼の共感性の程度に比例

して，交渉の前期に比べて後期により高い提

案率（賃金）を提案するようになる。 

 応諾率と提案率そして共感性の関係につ

いて実験で得られた結果を見ておこう。第 2

図はアロケーターたる経営者の共感性をｘ

軸に、Ｑ値をｙ軸にとって 36 名の被験者の

実験結果を示した。共感性の高いアロケータ

ーは，レスポンダーの応諾率(抵抗力）に応

じて、提案率を変化させていることが分るが、

さらにその内容は、応諾率が低い(抵抗力の

高い）レスポンダーには交渉の後期になるほ

ど，より高い提案率を提示していることが見

て取れる。 

第 2図 

 
                共感性 

アロケーターの提案額の期間・対人変化（Ｑ）= 
（抵抗力の強い労働者への後期の提案率）／ 
（抵抗力の強い労働者への前期の提案率） 
――――――――――――――――――― 
（抵抗力の弱い労働者への後期の提案率）／ 
（抵抗力の弱い労働者への前期の提案率） 

 

 共感性が高いアロケーターは，応諾率の観

点からタフの程度が分る各レスポンダーの

抵抗力に応じて，提案額の上昇分を変えてい

るので，共感性の低いアロケーターが無頓着

に示す提案額よりも，交渉の後半に入ると低

く抑えることができる，換言すれば共感性の

高いアロケーターがより多く取る可能性が

出てくるのである。 
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第 3図

左側縁上回が
共感性と正の相関
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左の縁上回(-42,-42,30)

 さらに脳内反応との関係では、心理学的な

アンケートによる共感性の高さ（ｘ軸）と左

側縁上回の賦活程度（ｙ軸）が正の有意な相

関を持っていることが判明した。そして共感

性が高いレスポンダーは抵抗力の大小に応

じて賃金を大きく差別する。このことから経

営者の共感性、左側縁上回、賃金提案率が連

動していることが分かる。 

このことは仮説２の実現可能性を示唆して

いる。 

 仮説 2：共感性の高い経営者は，総体とし

ての賃金をより低く抑えられる。 

 以下の第1表は交渉初期と末期の企業全体

の労働分配率の構図である。 

 

第 1表 

交渉初期 

労働者 

抵抗度 

分配分 

総額 

労働者 

数 

最終 

応諾率 
労務費 

一人当り 

労務費 

経営者 

取り分 

低 100 10 50% 50 5 50 

中 100 10 40% 40 4 60 

高 100 10 20% 20 2 80 

計 300 30   110   190 

労働分配率＝ 36.7% 

 

 
 

 

交渉末期 

労働者 

抵抗度 

分配分 

総額 

労働者 

数 

最終 

応諾率 
労務費 

一人当り 

労務費 

経営者 

取り分 

低 20 2 70% 14 7 6 

中 30 3 50% 15 5 15 

高 250 25 23% 57.5 2.3 192.5 

計 300 30   86.5   213.5 

労働分配率＝28.8% 

 

 労働者の抵抗度が明確でなかった初期の

分配率に比べて、労働者個々の抵抗度が明確

になった交渉末期では、共感性の高い経営者

は抵抗度の低い労働者をより多く雇用して

企業全体の労務費を低く抑えることが可能

となることが、この数値表から判明する。 

 共感性の高い経営者は、労働者と賃金交渉

を進めるうちに、特定の労働者の抵抗力を見

極められるようになるといえる。それによっ

て抵抗力の高い労働者には高い賃金を、抵抗

力の低い労働者には低い賃金を提示する。す

なわち共感性の高い経営者は、労働者に対し

て提示する賃金が共感性の低い経営者に比

べて、メリハリをつけるといえよう。同じ賃

金水準の労働者を同数雇用するのであれば、

共感性の高い経営者が労務費を企業全体と

して高く支払うこともありうるが、低い賃金

の労働者を多く雇用し、高い賃金の労働者を

少なく雇用すれば、結果、共感性の高い経営

者は、企業全体としては労務費を低く抑える

ことができると考えられる。 

 以上のことから会計制度が提供する会計

情報を経営者があえて操作しなくても、賃金

水準を企業全体として低く抑えることが可

能になることがわかる。 
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